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廃 油 か ら の ポ リ ウ レ タ ン フ ォ ー ム

○ 西 村 優 子　 中 村 邦 雄

目 的　 廃 棄 物 を 資 源 とし て 再 利 用 す る こ と は、 地 球 環 境 の 保 全 の 立 場 か ら も 意 義 あ るこ

と と 考 え ら れ る。　こ れ ま で に 植 物 系資 源、 例 え ば 木 粉、 リ グ ニ ン な ど か ら ポ リ ウ レ タ ン を。

調 製 し て き た が、 家 庭 か ら 出 る 食 物 系 廃 棄･物、 例 えば て ん ぷ ら 油、 緑 茶 粕、 コ ーヒ ー 粕 な

ど を 有 効 利 用 で き る な ら、 環 境 保 全 の 一 端 を 担 う こ とが で き る と 考え ら れ る。　本 研 究 で は、

廃 油 を 用 い て ポ リ ウ レ タ ン（ Ｐ Ｕ ） フ ォ ー ム を 調 製し、 そ の 機 械 的 性 質 及 び 熱 的 性 質 を 測

定 し て、 物 性 を 検討 し た。

方 法　 廃 油 は､I　市 販 の 食 用 油( サ フ ラ ワ ー油､I　リ ノ ー ル 油 脂（ 株)  ) を 用 い て､Ｉ　19    0

℃ で 攬 挫 加 熱 を 行っ て 酸 化 の 異な る 油 を 調 製 し た。　ポ リ オ ール の 一 部 と し て ポリ プ ロ ピ レ

ン グ リ コ ー ル(    P   P   G   4   0   0   ) を、 イ ソ シ ア ネ ート は ジ フ エ ニ ー ル メ タ ン ジ イソ シ ア ネ一一

ト(    M   D   I   ） を、 発 泡 剤 とし て は 水 を 用い てＰ Ｕ フ ォ ー ムを 調 製 し た。 得 ら れ た フ ォ ー ム

の 機械 的 性 質 は テ ン シ ロ ン Ｒ Ｔ Ａ － ５ ０ ０ を 用 い て 圧縮 特 性 を、 熱 的 性 質 は示 差 走 査 熱 量

計（ Ｄ Ｓ Ｃ ）を 用 い てガ ラ ス 転一移 温 度（T    g   ) を 測 定 し た。

結果　 廃 油 か ら 調 製し たP    U フ ォ ー ムの 密 度 は､I　約0.05g/c が ～0  . 09g/ci ブで あ っ た。 圧

縮 強 度 は、 廃 油の 酸 価 が 高 く な る に 従 っ て 増 加 し た。　圧 縮 弾 性 率 は、 ほ ぼ 直 線 的 に 酸 価 の

増 加 と と も に増 加し た。 こ れ は 密 度 の 増 加 の 影 響 も 考え ら れ る が、 主 と･し て 油 の 老 化 に よ

る 加 水 分 解 が 進 行し エ ス テ ル 結 合か ら カ ル ボ ン 酸 が 遊 離 さ れ ウ レ タ ン 結 合 が 増 加 す る た め

と 考 え ら れ る。 こ の こ と はT    g 測 定 の 結 果、 酸 価 の 増 加 と と も にT    g が 上 昇 し て い る こ と

か ら も 明 か で あ る。

D 140 単繊維の異方性力学特性が繊維間摩擦に及ぼす影響について

奈良女大人間文化　○村木千恵　丹羽雅子

目的　 繊維集合体 の基本変形に於けるヒ ステリシスは、 繊維固有の粘弾性的性質よりもむし

ろ繊維間摩擦によるエネルギー損失が大部分を占めることがこ れまでの研究で明らかにされて

いる。　この繊維間摩擦は、 繊維集合体に基本変形を与えた場合、 繊維間に接触圧力が生じ、 横

圧縮弾性率の低い繊 維ほど接触面積が増大する ために、 繊維間ずりに伴う繊維間摩擦の増大す

ることが予想さ れる。　その一考察として、 織布 構造体のせん断変形における交差糸の交差角変

化に伴う抵抗ト ルクの測定1 >を行い、 抵抗ト ルクの摩擦成分と単繊維の横圧縮特性との関係を

明らかにしてき た2)。 本報では、 糸、 布の曲げ や引張り変形におけるヒステリシスに関与する

平行繊維束の摩擦を 考え、 繊維間摩擦と単繊維の異方性力学特性との関係を考察する。

方法　 試料は､ 延伸倍串を変えて繊維軸方向と直交方向のそれぞれの弾性率を異にするPET 繊

維を用い た。 金属棒に並列に密着させて巻付けた繊維束に対し、 初期荷重をかけた繊維を繊 維

軸方向に並行に滑らせ、 その時に生じる抵抗力 を初期荷重を数段階に変化させてKES-Gl により

測定した。　さらに交差糸の交差角変化による抵抗ト ルクの測定、 ワイヤー法による糸の横圧 縮

測定を行い、 こ れらとの関係について考察した。 繊維の横圧縮特性は、 川端によって開発さ れ

た単繊維圧縮試験機を用いて測定した。

結果　 延伸倍率の増加に伴い単繊維の圧縮弾性率は減少し、 力学的異方性は増加するが、 そ

れに伴い繊維間の摩擦成分は増大する傾向が認められた。　また、これが繊維集合体である糸及

び布の基本変形に於けるヒ ステリシ ス幅の増加 につながる事も明らかにさ れた。
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